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アクチン細胞骨格：移動・形態維持などの基本的な細胞機能を担う．

G-actin (5,800 atoms)

アクチンフィラメントアクチンフィラメントのの
大規模大規模MD MD シミュレーションシミュレーション

結果：フィラメントの力学特性結果：フィラメントの力学特性

目的：細胞内ダイナミクスの解明目的：細胞内ダイナミクスの解明目的：細胞内ダイナミクスの解明

方法：大規模方法：大規模MDMDシミュレーションシミュレーション

粒子数 5×105，時間 20nsにわたる

大規模・長時間のシミュレーション大規模・長時間のシミュレーションを
実行する．

アクチンフィラメントの力学的力学的
ふるまい，および，力学特性をふるまい，および，力学特性を
解明解明する．

力学特性として，フィラメントの熱ゆら
ぎに基づいて，引張，ねじれ剛性引張，ねじれ剛性
を評価した．


